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そ
が
、
何
よ
り
も
最
優
先
さ

れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長　

行
政
、
特
に
私
に
課

せ
ら
れ
た
最
重
要
課
題
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

池
渕　

市
民
の
皆
さ
ん
の
安

が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
戸
数

が
三
十
戸
余
り
残
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
改
修
計
画
は
。

産
業
建
設
部
長　

坂
野
地
区

で
は
、
ミ
ゾ
ロ
団
地
十
七
棟

三
十
四
戸
が
未
改
修
の
状
態

で
あ
る
。
現
在
、
新
年
度
の

予
算
要
求
を
し
て
い
る
時
期

で
、
住
宅
入
居
者
の
住
環
境

の
整
備
は
担
当
課
と
し
て
も

常
に
危
惧
し
て
お
り
、
早
期

に
実
現
を
す
る
た
め
の
予
算

の
確
保
に
努
力
し
て
い
る
。

野
積
み
さ
れ
た

み
さ
れ
た

土
砂
土
砂
の
解
決
解
決
策
は

髙
木　

立
江
町
市
立
体
育
館

付
近
と
、
間
新
田
町
ヤ
ケ
木

に
野
積
み
さ
れ
て
い
る
土

砂
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の

か
。

市
長　

七
月
十
八
日
に
関
係

の
皆
さ
ん
方
に
寄
っ
て
い
た

だ
き
、
今
後
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
業
者
は
出
席
し
て
い
た
だ

け
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
、

違
法
に
堆
積
し
て
い
る
の
は

業
者
で
あ
り
、
そ
の
業
者
み

ず
か
ら
が
土
砂
を
撤
去
す
る

の
が
通
常
で
あ
る
。

全
・
安
心
を
守
る
こ
と
こ
そ

最
重
要
課
題
と
い
う
よ
う
な

答
弁
で
す
が
、県
の
方
で
は
、

「
し
っ
か
り
！
ぼ
う
債
」
と

い
っ
た
起
債
、
今
年
度
は
公

共
施
設
の
耐
震
化
に
必
要
な

費
用
を
県
民
か
ら
直
接
起
債

を
受
け
て
、
早
急
な
耐
震
化

事
業
を
行
う
も
の
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。
本
市
に
も

導
入
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
民
の
行
政
参
加
意

識
の
高
揚
、
住
民
参
加
型
市

場
公
募
債
の
発
行
は
魅
力

的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今

現
在
、
本
市
の
置
か
れ
て
い

る
財
政
状
況
を
考
え
て
み
れ

ば
、
少
し
取
り
つ
き
に
く
い

こ
と
等
も
あ
ろ
う
か
と
思
う

が
、
今
後
、
真
剣
に
検
討
し

て
い
く
。
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請願２件採択
請願７件は不採択

となりました

採　

択

請  願
２  号
「
非
核
日
本
宣
言
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に

関
す
る
」
件
に
つ
い
て

請  願
10  号

「
公
的
年
金
控
除
、
老
年
者
控
除
・
定
率
減
税

の
縮
小
・
廃
止
を
や
め
、
も
と
に
戻
す
」
件
に

つ
い
て

不
採
択

請  願
４  号
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
す
る
」
件
に
つ
い
て

請  願
３  号
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
」
件

に
つ
い
て

不
採
択

請  願
９  号

「
国
の
責
任
で
「
消
え
た
年
金
」
問
題
を
早
急

に
解
決
す
る
こ
と
及
び
最
低
保
障
年
金
制
度
の

実
現
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

請  願
８  号
「
医
師
・
看
護
師
な
ど
を
大
幅
に
増
員
す
る
た

め
の
法
改
正
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

請  願
７  号
「
児
童
扶
養
手
当
減
額
の
見
直
し
を
求
め
る
」

件
に
つ
い
て

請  願
６  号
「
教
育
条
件
の
整
備
に
関
す
る
」
件
に
つ
い
て

請  願
５  号
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
」
件
に
つ

い
て

請願２件採択
請願７件は不採択

となりました
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意
見
書
三
通
を

　
　

関
係
大
臣
に

　
　
　

送
付
し
ま
し
た

意
見
書
三
通
を

　
　

関
係
大
臣
に

　
　
　

送
付
し
ま
し
た

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
、
大
き
な
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

小
松
島
市
は
「
憲
法
を
守
り
人
間
を
尊
重
す
る
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
国
内
外
の
平
和

を
愛
す
る
人
た
ち
と
と
も
に
非
核
・
平
和
を
訴
え
、
こ
の
地
球
か
ら
核
兵
器
を
な
く
そ
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

よ
っ
て
、
小
松
島
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
「
核
兵
器
廃
絶
の
提
唱
・
促
進
」
と
「
非
核
三

原
則
の
厳
守
」
を
あ
ら
た
め
て
国
連
総
会
や
日
本
の
国
会
な
ど
内
外
で
宣
言
し
、
非
核
日
本
宣

言
と
し
て
各
国
政
府
に
通
知
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
の
共
同
の
努
力
を
呼
び
か
け
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

文
部
科
学
省
は
、
昨
年
い
じ
め
を
苦
に
し
た
自
殺
が
相
次
い
だ
こ
と
を
受
け
、
い
じ
め
の
定

義
や
国
私
立
学
校
も
対
象
に
加
え
る
な
ど
調
査
方
法
を
見
直
し
た
結
果
、
い
じ
め
の
件
数
が
前

年
の
二
万
件
か
ら
十
二
万
五
千
件
と
六
・
二
倍
に
大
幅
増
加
し
た
。

　

一
方
、
不
登
校
は
主
に
小
・
中
学
校
で
深
刻
化
し
て
お
り
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
ど
う
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
る
の
か
。

具
体
的
施
策
を
可
及
的
速
や
か
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
希
望
あ
ふ
れ
る
教
育
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

一
、「
い
じ
め
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」（
仮
称
）
の
設
置
の
推
進

二
、「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
仮
称
）
づ
く
り

三
、「
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
制
度
」
の
実
施

一
、
公
的
年
金
控
除
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
縮
小
さ
れ
、
そ
の
最
低
保
障
も
百
四
十
万
円
か
ら

百
二
十
万
円
に
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
年
金
「
収
入
」
額
が
増
え
て
い
な
い
の
に
、
課
税
「
所

得
」
額
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
、ま
た
、同
時
に
老
年
者
控
除
（
所
得
税
五
十
万
円
、住
民
税
四
十
八
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
た
。

三
、
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
に
は
定
率
減
税
が
半
減
、
二
〇
〇
七
年
に
は
廃
止
さ
れ
た
。

四
、
低
所
得
高
齢
者
の
住
民
税
非
課
税
措
置
が
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
た
。

五
、
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
度
は
住
民
税
の
一
〇
％
へ
の
一
本
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
人
口
が
、
日
本
全
体
の
二
〇
％
を
超
え
る
状
況
の
中
、
高
齢
者
の
最
低
生
活
を
守
る

た
め
の
租
税
政
策
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
す
る
。

一
、
公
的
年
金
控
除
の
縮
小
を
や
め
、
も
と
に
戻
す
こ
と

二
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
を
や
め
、
も
と
に
戻
す
こ
と

三
、
定
率
減
税
の
廃
止
を
や
め
、
も
と
に
戻
す
こ
と

公
的
年
金
控
除
、
老
年
者
控
除
、
定
率
減
税
の

縮
小
・
廃
止
を
や
め
、
も
と
に
戻
す
意
見
書
（
抜
粋
）

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の

施
策
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）
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　議員の賛否表（12月定例会）　　　　　　　 　
議　員　名　

議案・請願・陳情・意見書

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

木
村　

文
彦

出
口
憲
二
郎

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

佐
野　

善
作

米
﨑　
　

孝

井
内　

建
治

議案第 54号　平成 18年度小松島市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 55号　平成 18年度小松島市自動車運送事業会計決算の認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 66号　平成 18年度小松島市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67号　平成 18年度小松島市競輪事業特別会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70号　平成 18年度小松島市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73号　平成 18年度小松島市公共下水道事業特別会計歳入歳出
決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号　小松島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号　小松島市重度心身障害者等に対する医療費の助成に関す
る条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

諮問第１号　元職員への損害賠償請求に対する異議申立てに係る諮問
について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ●

請願第３号　「乳幼児医療費助成の拡充を求める」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

請願第４号　「乳幼児医療費助成の拡充を求める意見書を提出する」件
について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

請願第５号　「後期高齢者医療制度に関する」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

請願第６号　「教育条件の整備に関する」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

請願第７号　「児童扶養手当減額の見直しを求める」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

請願第８号　「医師・看護師などを大幅に増員するための法改正を求め
る」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

請願第９号　「国の責任で「消えた年金」問題を早急に解決すること及
び最低保障年金制度の実現を求める」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

○は賛成　　●は反対　　※議長（大和　　肇）は、可否同数の場合のみ表決権があります。

　※下記については、全議員の賛成により議案については可決、請願については採択されました。

議案
第 68号　平成 18年度小松島市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、第 69号　平成 18年度小松島市老人保健
医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、第 71号　平成 18年度小松島市土地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について、第
72号　平成 18年度小松島市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、第 75号　平成 19年度小松島市一般会計補正予算（第２号）、
第 76号　平成 19年度小松島市老人保健医療事業特別会計補正予算（第１号）、第 77号　平成 19年度小松島市国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）、第 78号　平成 19年度小松島市介護保険特別会計補正予算（第１号）、第 79号　小松島市市税賦課徴収条例の一部を
改正する条例について、第 81号　小松島市防災会議条例の一部を改正する条例について、第 83号　市道の路線の認定について、第 84
号　市道の路線の変更について、第 85号　工事請負契約の変更について、第 86号　字の区域の変更について、第 87号　小松島市職員
の給与に関する条例の一部を改正する条例について、第 88号　固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について
請願
第２号　「非核日本宣言を求める意見書の採択に関する」件について、第 10号　「公的年金控除、老年者控除・定率減税の縮小・廃止をやめ、
もとに戻す」件について
議員提出議案
第７号　「非核日本宣言」を求める意見書について、第８号　公的年金控除、老年者控除・定率減税の縮小・廃止をやめ、もとに戻す意見書
について、第９号　いじめ・不登校対策のための施策を求める意見書について、第 10号　一般廃棄物処理業務委託契約に関する意見書に
ついて
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徳
島
県
の
糖
尿
病
死
亡
率
全
国
一
位
。

小
松
島
市
の
介
護
保
険
料
は
他
市
町
村
と

比
べ
約
二
倍
の
県
下
第
二
位
。
市
の
財
政

は
非
常
事
態
宣
言
。
大
変
な
こ
と
ば
か
り

で
す
。
し
か
し
、
小
松
島
市
は
大
変
な
こ

と
を
踏
ま
え
、
大
き
く
変
革
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
真
剣
に
変
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
事
で
何
か
し
ら
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
の
で
照
会
し
ま
す
。
実
は
医
師
よ

り
、
貴
殿
は
糖
尿
病
で
、
か
な
り
進
ん
で

お
り
ま
す
と
診
断
さ
れ
た
時
は
、
目
の
前

が
真
っ
暗
に
な
り
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
治
る
の
だ
ろ
う
か
悩
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
悩
ん
で
い
て
も
仕
方
が
な

い
と
自
身
が
開
き
、
医
師
の
指
導
を
受
け
、

実
行
し
て
い
く
う
ち
、
う
れ
し
い
こ
と
に

少
し
ず
つ
数
値
が
下
が
り
、
今
は
以
前
よ

り
快
適
な
生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

時
は
医
師
の
指
導
を
真
剣
に
聞
き
実
行
し

ま
し
た
。
十
年
後
、
二
十
年
後
の
健
康
に

も
希
望
が
持
て
ま
す
。
何
と
し
て
も
自
分

を
変
え
る
と
の
強
い
決
意
と
、
そ
れ
を
決

意
さ
せ
た
病
の
お
陰
。
大
変
な
時
、
そ
の

時
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
変
え
よ

う
と
決
意
で
き
た
時
に
こ
そ
、
本
当
の
改

革
が
で
き
る
と
確
信
し
ま
す
。
私
も
こ
う

し
た
決
意
で
市
の
行
財
政
改
革
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

『
弱
者
切
り
捨
て
の

改
革
は
許
さ
な
い
』

　

小
泉
構
造
改
革
【
三
位
一
体
改
革
】
以

来
、
弱
肉
強
食
の
社
会
に
な
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
生
存
権
を
う
た
う

憲
法
第
二
十
五
条
で
は
「
す
べ
て
の
国
民

は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

今
や
生
存
権
の
保
障
も
ま
ま
な
ら
な
い

人
た
ち
が
社
会
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
市
民

は
増
税
に
次
ぐ
増
税
で
日
々
の
生
活
も
苦

し
い
。
反
対
に
法
人
税
の
緩
和
に
よ
り
弱

者
の
労
働
賃
金
が
激
減
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
手
銀
行
な
ど
の
役
員
ら
の
報
酬

は
一
・
五
倍
近
く
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。

非
正
規
（
派
遣
）
労
働
者
が
増
え
、
ピ
ン

は
ね
が
横
行
す
る
社
会
、
国
の
仕
組
み
自

体
、
歪
ん
だ
構
造
で
あ
る
。
ラ
イ
ブ
ド
ア

事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
で
億
万
長
者
に
な
る
一
握
り
の
人

が
い
れ
ば
、
一
方
で
北
九
州
市
で
は
昨
年
、

生
活
保
護
受
給
者
が
自
治
体
か
ら
強
制
的

に
保
護
費
を
打
ち
切
ら
れ
て
、
飢
え
と
渇

き
で
亡
く
な
っ
た
。
格
差
社
会
が
生
ん
だ

甚
だ
し
い
現
実
で
あ
る
。
市
民
全
て
が
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
格

差
の
な
い
自
治
体
の
構
築
を
め
ざ
し
、
弱

者
切
り
捨
て
社
会
を
阻
止
し
ま
す
。

大木　　進
（芝生町）
当選３回

木村　文彦
（中郷町）
当選３回

私の政治信条

平 成 20 年 3 月 定 例 会 日 程
月　日 曜 開  議  時  刻 議　　　事 備　　　考

３ 月 ６ 日 木 午前 10時 開会（議案提出）

　　10日 月 午前 10時 質疑・一般質問

11日 火 午前 10時 質疑・一般質問

12日 水 午前 10時 質疑・一般質問

13日 木 午前 10時 委員会審査 総務委員会

17日 月 午前 10時 委員会審査 文教厚生委員会

19日 水 午前 10時 委員会審査 産業建設委員会

24日 月 午前 10時 議決・閉会

発
行
／
小
松
島
市
議
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議
長　

大
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編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

委
員
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立
川　

邦
男

古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

視察に視察に来来市市されたされた議会議会

 

今
が
チ
ャ
ン
ス

議　会　名　　静岡県熱海市議会
日　　時　　平成 19年 10月 25日
参　加　者　　議員４名
調査事項　　行政改革について

議　会　名　　福井県鯖江市議会
日　　時　　平成 19年 11月 20日
参　加　者　　議員５名
調査事項　　議会運営について
　　　　　　夜間議会について

編 

集 

後 

記

「
小
松
島
市
が
ト
ッ
プ
」
新
春

か
ら
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
徳
島

駅
伝
初
日
、
小
松
島
市
チ
ー
ム

が
首
位
。
徳
島
駅
伝
始
ま
っ
て

以
来
の
記
録
で
す
。
市
民
に
大

き
な
感
動
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
を
大
い
に
期

待
す
る
も
の
で
す
。
さ
て
、
議

会
だ
よ
り
は
「
読
ん
で
も
ら
え

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て

い
ま
す
。
駅
伝
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
勝
負
の
カ
ギ
を
握
っ
て

い
ま
す
。
編
集
委
員
も
一
致
団

結
し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

（
天
羽　

篤
）

佐
野

池
渕

安
平

濱
田

井
村

天
羽

北
野

編編　　集集　　委委　　員員

出
口

立
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大
和


